
●大野城市芸術文化振興プラン　令和8年度スケジュール（案）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

●対象者（世代、登録対象
者等）に合わせた周知方法
の検討・実施

インスタグラムの動画投
稿機能を活用した取組の

実施

●インスタグラムを用いた
情報発信

インスタグラムでの
発信

●ツナグトサイトのオンラ
イン展覧会機能を活用・実
施

取組の実施

①芸術文化の魅
力を伝える機会
の創出

●インスタグラム機能を用
いた魅力的な情報発信の実
施

内容の検討 アーティストへの周知

●ツナグトレポーター制度
の実施

第１回編集会儀
「ツナグト」を介したレ

ポートの投稿
第２回編集会議 第３回編集会議 第４回編集会議

●市民向けワークショップ
実施

（ラジオドラマ）ワーク
ショップ周知開始

（まどかフェスティバ
ル）ワークショップの実

施

（ラジオドラマ）ワーク
ショップの実施

報告の作成
ラジオドラマ編集、周知

●多様なジャンルに触れる
機会の創出

ジュニア文化交流事業実
施

（夏のわくわくキャン
プ）

ジュニア文化交流事業実
施

●レポーター養成講座（子
どもむけレポーター講座含
む）

子ども向けレポーター講
座周知

子ども向けレポーター講
座実施

レポーター講座周知開始 レポーター講座実施
市民レポーター登録への

案内等

●サイト登録アーティスト
と市内の活動団体をつなぐ
仕組みづくり

内容の検討

●「福岡県アーツカウンシ
ル（仮称）」の把握、連携
の模索

福岡県の「アーツカウン
シル（仮称）」を利用す

る仕組みの検討

(1)団体や芸術
分野を超えた交
流の促進

●サイトを介した交流会の
検討・実施

内容の検討 交流会の実施 報告の作成

●芸術文化を通じた社会参
加の機会を生み出すための
取組の実施 「まどかぴあアートギャ

ラリー」設置準備

内容の検討

「まどかぴあアートギャ
ラリー」設置

取組の実施（予定）

②芸術文化の他
分野への活用

●職員向け研修の実施（連
携会議委員含む）

職員への周知開始 研修の実施 報告の作成 連携会議での振り返り

●個人・団体の情報収集 個人・団体の情報収集

●サイト登録アーティスト
へのアンケートの実施

方法の検討 実施

●「大野城心のふるさと
館」を活用したイベントの
実施支援

ふるさと館を活用した事
業の実施

●活動場所の収集とサイト
への掲載

活動場所の情報収集

インスタグラムへの掲載

スケジュール
令和８年度の取り組み

●身近な芸術文化活動を
知ってもらう機会の創出

必要に応じて随時更新

トップページ更新 トップページ更新

③芸術文化の活動
場所の把握

①芸術文化活動を
通じて全ての人々
が地域と関わる機
会の充実

５
　
活
か
そ
う

（
資
源
活
用
）

①芸術分野がつな
がる活動の推進

(1)芸術文化に
関わる多様な資
源を活かす仕組
みづくり

②地域の特性を活
かしたイベントの
実施支援

①芸術文化活動を
行う個人・団体の
ネットワークの構
築

(2)芸術文化を
通じた「社会参
加」「交流」の
機会を広げる環

境づくり

４
　
つ
な
が
ろ
う

（
連
携
・
融
合
）

２
　
行
こ
う

（
参
加
）

①芸術文化活動情
報発信の基盤整備

②誰もが体験・鑑
賞できる機会の創
出

①若い世代の芸術
文化活動の担い手
の育成

(1)芸術文化に
興味を持ち、誰
もが体験・鑑賞
できる環境づく
り

３
　
育
て
よ
う

（
育
成
・
養
成
）

方向性
テーマ

基本施策 実行プラン

(2)芸術文化が
もたらす魅力を
伝える活動の推
進

１
　
知
ろ
う

（
情
報
・
理
解
）

トップページ更新

②芸術文化活動の
担い手と受け手を
つなぐ機能の充実

(1)芸術文化活
動の情報発信体

制の充実

②芸術文化に関す
る情報内容の充実

(1)芸術文化の
創造・継承活動
への多面的な支
援

①芸術文化活動を
支える人材の育成

(2)芸術文化を
活かす担い手と
受け手をつなぐ
機能の充実

②芸術文化活動の
企画・運営者（団
体含む）への支援

①誰もが体験・鑑
賞できる環境づく
り

●アーティスト、活動団体
向け支援情報の収集、周知

登録アーティストへ支援
情報の周知

登録アーティストへのア
ンケート実施

【資料２】


